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一般社団法人全国自動車教習所エージェント協会 

第 34回一般社団法人全国自動車教習所エージェント協会理事会議事録 

 

会議名：「第 34回一般社団法人全国自動車教習所エージェント協会理事会」 

開催日：2019 年 11 月 11 日 13:30-16:30 

会場名：IAC １F会議室 

出  欠：[出/欠]時野 学代表理事 [出/欠]山田敏貴理事 [出/欠]安藤 正理事 

[出/欠]河形勇希理事 [出/欠]齋藤俊介理事 [出/欠]中路 衛理事 

[出/欠]林 尚司理事 [出/欠]今村眞一監事 [出/欠]片桐範之様(陪席) 

 

１．議事録承認の件 

 第 33回一般社団法人全国自動車教習所エージェント協会理事会議事録につき原案通り承認した。 

 

２．キャッシュレス・ポイント還元事業(キャッシュレス・消費者還元事業)対応状況の件 

 １０月１日より始まったキャッシュレス・ポイント還元事業に関し、合宿運転免許商品への適用状況等につい

て情報を共有した。 

 会員様では①TIS様・フォーワールド様・キャスネット様・全日教様・ビズフォース様は開始通知待ち。    

②大学生協様(店舗毎対応)・ドリーム様・ナンバメイト様・IAC様は開始済の状況にある。(11/11 現在) 

 

３．会員共通フォーマット検討の件 

 テスト運用の良好な結果について報告を受けた。 

 次の段階として、2020 年度下期(冬・春期)に対象を拡大して本格運用を開始することにした。 

 この方針を具体化するため 12 月 9日に共通フォーマットの予算や仕様を検討する会議を開催することを決

定し、各社実務担当者様へご出席をお願いすることにした。 

 

４．合宿運転免許市場動向の件 

 当業界は 18歳人口減少、教習指導員の人材不足、働き方改革本格実施などの影響を受けると考えられ

ている。これらの影響を、実際には現時点でどの程度受けているのかを当協会で検討し、会員様と情報共有

する必要があるとの意見を受け、理事会において協議した。 

 検討条件に通学運転免許市場動向、台風等災害、消費税改正とキャッシュレス・ポイント還元事業も加え

るべきとの意見があった。 

 理事会としては現時点での市場動向見極めは難しく、今後の見通しに関する意見を会員各社様へ報告する

段階にはないとの結論とした。 

 

５．監事講評 

 最も気になっている課題として、共通フォーマットは土台ができて次のステップに進むところまできている。今後も 

河形理事、齋藤理事を中心に、実現に向けて推進していただきたい。 

 

以上 


